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gII1県に於けるウンカ・ヨコバイ類の発生消長

常楽武男

（窟山県農業拭駛場）．

｜
’

富山県に於ては，従来水稲か，､ケンカ・三コ，〈イ甑に

よって大被害を蒙ることは，西i詞I暖地礎多くなかった。

ところが昭和27年のトビイ戸ウンカ，セジ戸ウンカの大

発生以後，ほとんど連《I:.少な力･らぬ被宙を･鳧ける鯨にな
って来ている。

特に昭和32年ほトピイ戸ウンカ，セジ戸ウンカ及びツ

マグロヨコパイの未曾有の大発生となり，これらについ

ての一層の研究と発生予察網の強化の必要が痛切に感じ

られ’翌昭和33年からウンカ定点発生調在貝とウンカ予
察灯が多発地帯に配腫されることになった。

本報告ほこれらの33年の調査結果をとりまとめ，巡回

調査成統その他を加えて，海山県に於ける水田'線虫とし

てのウンカ・ヨコバイ顔の苑'k澗長をi術じたものであ
る。

傾向は，西i闇暖地や近畿・東海地方，或は東北や北海道

地方とかなり異なっている。過去常に発生が認められ，

毎年或程度以上の被害が必ず認められるものはツーマグロ

ヨコバイである。即ち穂山県の平年発生の優勢種はツマ

グ厚ヨコバイであると云える。

それ故，一般艇家が“ウンカ”と云う場合ツマグロヨ
コパイを指していることが非常に多かったわけである。

しかし，勿揃セジ戸，トビイ戸ウンカの被害がなかった

わけではなく，それどころか過去の被害年の記録を見る

と，古くは享保17年を始め，文政11年，明治30年，昭和
7年の“浮塵子大被害”の主役は，主としてセジロウン
カと推察され，叉妓近の被害状況（第1図）をみても，
けた違いに被害の大きかったのは，ほとんどセジ蔭，ト
ビィ厚ウンカの大発生年である。

ところが古い記録はすべて鰹害或は浮塵子大発生と記
されているのみで，その発生した麺類を現在判断するの
は，単にその年の状況よりの推察に過ぎない。富山県に
於てセジ蔭ウンカがはっきり記録の上に明記されたのは
昭和19年が初めてであり（発生予察記録その他)，トビ
イロウンカが正確に同定確認されたのは昭和27年が初め
てである（富山幾試：一稲の浮塵子，特にウンカ科に関
する関査研究jl958)。

それ故年次消長を論ずるに足る資料はなく，すべて今
後の調査研究に待たねばならないが，ここでは発生面稜
と減収通（第1図）からその凡その傾向をさぐってみる
と，昭和26年以前の多発生・多被害年はセジ官主体の19
年とツマグロ主体の24年以外は大過なく終っている。27
年以後は29年を除けば毎年多発生を繰返して居り，特に
30年以後はセジロウソカ，トビイ戸ウンカの多発生が目
立つ様になって来ている（第1図，第1表)｡
そこで最近4ヶ年のウンカの発生環境の類似性を探す

と，まず気象的には30年以後は梅雨が遅れ勝ちで6月は
空梅雨ぎみに経過し，7月中～下旬に多雨，気温は低目
の夏が多いが最低気温はその割に低くなく，1日の気温
較差が少く，湿度は概して高めと云う傾向である（第1
表)｡この様な気象がウンカ類の発生・増殖に好適なもの

と考えられる。

ツーマグロヨコバイの場合もこの様な気象が好適環境と

思われるが，28，29年の如き冷害年にも相当発生してお

り，ウンカ類程適応性が狭くないものと考えられる。叉
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節1図ウンカ・ヨコバイ類の年次別発生面積と被害
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ツマグロョコパイの場合，越冬環境にも大きく支配され

るもののようである。

叉，ウンカ・ヨコパイ類の栄筵環境から見れば昭和30

年頃からは早植・多肥の稲作が広く行われる棟になり，

稲の生育相が6月下旬頃からは急激に暖地型繁茂状態と

なるため，暖地型'‘;,虫であるウンカ・三．パイ類の発生

・繁殖;こ都合欠く，土生汀の良い稲を栄養とするため，

虫の生育もよく，繁殖の歩留りもよくなっているものと

考えられる。

第1表股近7ヶ年 の 発 生 程 度 と 気 象
一一

一

｜年度セジロウンカ トピイロウンカ ’シマグロヨコバイ’ 気 象慨況

"(･'i日数56Bo

5月天候良く，6月は初め空梅雨ぎ

難で6月下～7中に雨多し。

気温股商気温は6～9月低目。

湿度は6月下～9月中旬高め。’
〔甚〕西砺波郡，氷

見市西部に大発生

〔甚〕西砺波郡，氷

見市に大発生
昭和

27 〔少〕

一一一-－－－

I"……’
’〔多～雑〕県下全般

特に『11部以西に多発

生

欲汀『日数37日。

稲作期間を通じて低温多湿日照少281発生を認めず

一一

〔並〕’
〔僅〕氷見市久目の

山間田の極一部に多

少の被害あり

詞秋日数28日。

5～8上低温日照少291〔少目〕

’
〔多～甚〕西砺波郡，

氷見市に多発生30

〔少目〕稲の刈取り

の殆んど終った10月

に氷見市加納に5～

6ケ所坪枯れ発生

〔陸〕県下全毅特に

中部以東に多かった

''i職日数

6月陽性

月溺況多

作期I川中

40日◎

の椛雨で晴間多く，7～8

照，9月は低温，湿度は稲

商かっか。

〔多～甚〕県下全般

特に西部の晩稲地，

東部の山添に多し

〔並，局部的甚〕氷

見市加納及び上庄谷

に集中的に発生極晩

諏に被害甚し

|a;秋日数68日。

6月初旬空悔雨気味であったが6下

から雨が多く7下になって梅雨あ

け，8月低温，9上高温，稲作期間

中多湿

１
１

〔少〕31

’
〔異常大発生〕県下

全体特に西砺波全体，

氷見，中新川，魚津

の山そいに多し，早

中～中生に重点被害

〔局部的大発生〕

｢i可新川郡，當山市，

上新川郡，婦fi郡に

異常大発生

雪秋日数66日。

稲作期間｢|可低温気味但し股低気温は

7下以外は平年並，6月空熊雨気味

7～8上雨多く8中下多照，9中下

多雨6下～8中多湿

〔多目〕32

雪秋日数65日。

稲作期間中低温気味，特に最高気温

が低い，6月空梅雨気味に経過し’

7月下旬大雨，湿度は7月以後商目

〔並〕県西部に多発

したが防除により少

くなった。

〔並～少〕氷見余川

に坪枯れ2ケ所発生

防除により少くなっ

た

〔異常大発生〕県下

全体時に中部以東に

甚だしい
33

〔初発生期〕水田に於て未熟の？成虫の発見される時

期を初発生期としておく。もちろんこの時期には産卵1k

や仔虫は発見されない。

富山県における初発生期は6月下～7月上旬である。

33年には6月28日に石動予察灯へ62，？2の飛来があ

ったのが県内初確認であった（第2表)d石川県でも同じ

6月28日に県下数ケ所の予察灯での初飛来が報告されて

Ⅱ季節的消長

1．セジロウンヵセジロウンカの1年間の発生消長を

(1)越冬期，(2)初発生期，(3)個体数増加期，(4)櫃祇期，（5）

終息期と便宜的に分けて考えてみる。

〔越冬期〕不明の点が多いので詳しくは今後の問題と
して，ここでは卵態で厳冬期を越すとだけ考えておく。
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いるo

その後7月1日には福光，氷見・lliS(氷見．上庄谷

予察灯の近く）の予察灯に於て,411に氷見．碁石,7

日に庄川，9日魚津で初飛来をみている。

又，圃場調在では7月11｣にイi勅・道坪野で初確認以

後910日程の間に県内各地で少な力･らぬ燗体数を‘悪めて

いる（第2，第3表)。

この様に初飛来を認めてから短時1~1の中に，棚当広汎

な地域で少なからぬ個体数が発見されると云うことは，

第1次発生源に於ては相当高密度で仔虫が棲痘､して居

り，大赴に羽化飛来するものか，或はもともと広汎な地

域に棲息しているが，個体密度が低い為発見されないの

かのどちらかであろうと考えられるが，初発生以前の事

は現在不明である。

〔墹加期〕初発生期の成虫が産卵を始める頃から娼猛

に到るまでの間を個体数鵡加期と呼んでおく。

初発生を見た卑成虫は，1週間程経過すると卵が成熟

し産卵を始める雛である。この頃から6は次第に少くな

り，又早はあまり活溌に活動しなくなるので，予察灯へ

の飛来は一時的に少くなる糠である。
第2表セジロウンカ巡回澗侮(初発生期）
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第2図セジロウンカ半旬別誘殺状況

しかし産卵痕や若令仔虫が次第に多く見られる様にな

り，更に7月下～8月上旬になると4～5令仔虫や第2

世代（水田初発生世代を第1世代として）の長,短翅成
虫も多くなる。（第3，6表）

この頃には予察灯への飛来も次第に多くなり’第2回

目のピーク（初飛来のものを1つのピークと数えれば）

を形成するo33;年はこのピークの巾は13～23日間で誘殺

総数460～10,450頭であった。（第2図)。

この第2世代の成虫が交尾を終り産卵に入る頃は予察

灯への飛来は一時少くなるが，圃場では相当高密度を保

ち，仔虫の数も次第に多くなる（第4表，第6表)｡

この増加期に防除をすれば，次世代の大発生を未然に

防げるものと考えられる。
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〔椙諺期〕圃場では8月上旬頃から急にI1吋体数が多く

なり（第4，6表),中旬頃からは第3世代の成虫も羽化

し始めるので予察灯への飛来数も次鈍に上昇し始め（輔

2図）下旬には鴉霧の極に達する様である。

逆に"篭'12か迦ｲ!、燗休數が少く，蝋殖期の環境が不

適であｵ';ji,;II"Itil;tもちろん噸加期らしい様相さえ示

さず6二1年を経過してし室う年もあるものと思われる。

33年't多発'kしﾉ慨II･'1-で進んで来たが，防除の効果あって

,F年腋の楚'1品;二おこえたと観るべきであろう。
ン力巡回調壷(猫嫉期）第4表セジロウ
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も下って来るので，燗体数は順次少くなり，活動もだん

だんにぶくなって来為。10jjには発生地の二番稲で寮だ

I;il当数の4～511t代IIの成仔虫が鰻息しているが,11月
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しかし33年は8月上中旬に大規模な防除が実施された （月，，

ため,予察灯の成縦は乱れている。特に氷見・碁石の予
察灯は山に囲まれた比較的狭い地帯を対象としている 8．3

が，防除の影響がなければ8月末に大きなピークがあら
4

5

われたのでなかろうか。叉逆に石動予察灯は小高い地点 6

に設置され，目下の谷間から対斜面にかけての水田を，8．，
広く，遠く見渡せる理想的な位置にあるので，防除の影2
響も強くあらわれず，典型的な娼源の様相を示したもの3
と考えられる（第2図)。4前
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4前半

圃場に於ては第4，第6表の様に，無防除の地点では 4後半

長，短翅成虫，各令仔虫入り混って多数棲息している。 5前半

33年は以上の様であったが，初発生期が早く，個体数 5後半

が多く，続く増加期の環境がウンカに好適であれば，猫 6前半

擬期はもつと早くから始まり，後半には4世代目も加わ 6後半

9．1

ってもつと遅くまで，厚みのある発生相を示すものと推
2

察される。叉第2図の氷見・碁石の様に，第2世代目に 4

すでに椙綴の如き発生を示しそのま上9月まで密度は増
加する一方と云う年もあるかも知れない。 ※は薬剤1
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2032
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※は薬剤撒布後 ４
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1959年8月 f;f111雌に於けるウンカ・ヨコバイ頚の発生消長 －39－

には成虫は極めて少くなり，拷令{f虫OF4II立つ嫌にな

り，更に気温の低下に従って，戒{f虫とも見られなくな

る(第5表)。

富山県のセジ戸ウンカは以I:の破宝発生滴足を示し，

水田に於て4～5世代を総過し、第311t代の個体散か蛙

も多いようである。

但し，第1次発生地に於て1111:代蒜過しているものと

すれば,初発生世代は露211Iざ代II-で為i)、従って年5～

6世代をくり返すと云う71Fになるか，卵態越冬と琴えた

場合どうもそれだけの余補はなさそうであり，やはり初

発生世代が実際にも第111t代と恩わｵしるが，初発生以前

の蔀は現在不明である。

2．トピイロウンカセジロウンカと同槻の分け方で考

えてみる。

鯉冬期〕やはり不Iり1の点が多いので卵態で厳冬期を

越すとだけ考えておく。

〔初発生期〕32年は7)~l18nに,33年は7月10nに，

氷見上寺尾に於て初発生を碓‘認している（難7表)｡予察

灯での県内初飛来は7月1611に氷見・碁石で記録してい

る（第7表)｡その他の予察灯では7月下旬から8月_上旬

に初飛来を認めた。尚石川県大聖寺予察灯では33年7月

2日に記録的な早期初飛来があったと報告されている。

以上の記録から見て甑山県では，蒋通セジ官ウンカより

やや遮れた7月上～中旬が初発生期と考えられる。

〔噸加期〕初発生を見たトビイロウンカは1週間程で

成熟し庵卵を始め堀加期に入る。第2世代目の成虫ほ8

月上～下旬に多くなる。この頃には短麺型成虫と仔虫が

多く見られる。

予察灯への飛来ほ33年は多くなかったので明瞭な傾向

はわからないが，多発生年にはこの頃連続多飛来がある

ものと思われる。

〔ﾘ呂痩期〕成虫の産卵期間が長いのでこの頃は世代が

唾なり合い，8月下～9月中旬に第3世代，9月中～10

月上旬には第4世代の成虫が羽化するものと考えられ

る。

32年の大発生は主として第3･世代，30,31,33年は主と

して節4世代による被害と考えられる（第7，第1表)。

又氷見・碁石の9月'7日を中心とする多発来は第4世代
のものであろう（第3図)。
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石動
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氷見・韮石

Ⅶ ⅨⅧ

鋪3図トピイロウンカ半旬別誘殺状況

〔終隠期〕気温が下り稲も刈坂られ11月に入ると個体

数は急に少くなり，12月半ばになると成仔虫はほとんど

見られなくなる。

以上の様にトビイロウンカは水田に於ては年4世代を

くり返すものと考えられる。第5世代まで経過する個体

は，セジロウンカよりずつと少いものと思われる。

叉水田での初発生以前に第1次発生地に於て1．世代過

したかどうかも，セジロウンカ同様不明であるが，セジ

蔭ウンカより一層その可能性は少いように思われる。

3．ヒメトビウンカヒメトピウンカはセジロ，トビイ

ロウンカと異なり仔虫態で越冬する。叉単独で稲に大害

を与えると云うことも少いので，（')越冬期,(2)越冬後期，

(3)苗代期，(4)本田前半期，(5)本田後半期，⑥越冬前期，
と環境の面から分けて考えてみる。

〔越冬期〕仔虫態でスズメノカタビラ，スズメノテッ
ポウ等禾本科雑草に寄生して越冬する。真冬に採集され

る個体はほとんど4令仔虫であり，例外的に3令仔虫も

採集される。

〔越冬後期〕早春から苗代へ飛来し始める頃までを含

めた。越冬仔虫は3月末から4月始めにかけて5令とな

り，4月中～5月上旬に第1世代成虫が羽化する。

第7表トピイロ ウ ン カ 巡 回 調 査
－

法|仔 戒趨躍虫翻|m'虫|葱
些
毎

－
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50回田

〃

予察灯

掬取

初発見１
１
２:’

117

〃

〃

庄川

初飛来

,I

〔瑚加期〕
8．6

8

氷 見

石 動

0～25

1～2

７
２
７

－

１
２
２

黒 部

氷 見

石動

掬取

〃

株当

2～4

11

0 ～ 3『
リ
ー
Ｌ
■
Ｐ

0～30

,畷囎見|(坪橘れ被霄2ケ所発生)|識稲刈取■
＆
■
■
丑
■
■
■
■
邑
凹
０
四
Ｆ
Ｏ
Ｌ
り
ぼ
，
Ｉ
、
ト
ー
‐
１
１

〔終畑期〕
1

皿
10．1 掬取

〃

株当

掬取

〃

稲
稲

番
稲
〃
番
〃
〃

一
一
一
一

上 市

魚 津

２
８
１
４
１
１
．

一
一
一

６
４
０

〃

朝日

八尾

上 市

I

i
l
l

i |（産卵痕僅にあり）11’5

夕



’
第7号－40－ 北陸丙密虫研究会報

第8変ヒメトピウンカ越冬，越冬後期仔虫の羽化凋在

一
Ｆ綴築月日|産地｜蚕耀裳

’ 羽化数

1．244．2515．

日 別

22型|4.19－－刀． 215．8

１９

１？ａ
３

６
６

』
血
■
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■
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▽
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■''01戸 出'4令仔虫|{篝鬮’ ｜龍：
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長
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翅 ’
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4’|氷
長
短１１ １

１ ’'’ |8,,::
翅
翅
一

？1

81．91
’
1’見 ’4令仔虫

この第1世代成虫は卑でも体が小さく，黒化した個体

が多く，叉短翅型も相当多い（第8，9，11表)。

〔苗代期〕これらの第1世代成虫もはじめの中は禾本

科雑草等で生活しているが，稲の生育に従って次第に苗

代に移動し加害，産卵する（第9表)。

〔本田前半期〕その後6月下旬～7月始め頃には第2

世代成虫が出現する。石動予察灯に於ける6月29日を中

心とする飛来は，この第2世代のものと考えられる（節

4図)｡圃場では7月中旬頃から8月はじめにかけて仔虫

や長短翅成虫が次第に目立つ様になる（第9表)。
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第9表ヒメトピウン カ 巡 回 調 査 I

篭|術 考月日|地区|方 法|鼻,急|為頂 Ⅵ Ⅷ Ⅷ

〔越冬後期〕
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第4図ヒメトピウンカ半旬別誘殺状況

〔本田後半期〕氷見・碁石の第2回目，石動の第3，

4回日のピークは第4世代目の成虫が主体をなすものと

みられる（第4図｡)この頃第10表の氷見（間島）の如き

多発生もみられるが，普通はそんなに目立つ多発生は少

し、o

庄川，氷見碁石の3回目のピークは第5世代目の成虫

が主体であろう。
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第10表ヒメトピウンカ巡回調査Ⅱ
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7月下～8月上旬頃第3世代成虫が羽化する。魚津，
庄川，氷見碁石予察灯の第1回目のピーク，石動の第2
回目のピークはこの第3世代成虫によるものであろう
（第4図)。
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1959年8月 －41－甑111県に於(ナるウンカ・ヨーバイ瓢の発生消長

～2月には大部分4令となり越冬し，翌春5令になり羽

化する（第11表)。

〔越冬前期〕稲の刈坂後，二稀稲や畦畔禾本科雑草

で成，仔虫が見られるが，10）]後半には成虫;ま次第に少

くなり，その後2～4令仔虫が1J立つ微になり，更に1

第11蕊越冬前期仔虫の羽化調在（採築地氷見・加納）

擬築月日｜隷難時の態｜飼蒲条件
羽化状況

’ 型’羽化数I羽化月日

|｛⑫.,212~4令仔虫｜蹴需;6｡C定温
翅
翅 '62，謡｝’

長
短

3.1～2

■一－
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－

10．27

宝 ｝温’｛ ’
。
’
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塑
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翅

ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
日
Ⅱ
Ⅱ
８
Ⅱ
■
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■
■
日

甲9

掌 2 ※｜〃
畏
短
一
長
短

鋤
弘
一
趣
型

4.26～5.2

｛ ’4．20野外飼了〕〃

※ネジレパネ寄生による間性を含む。

以上の様にヒメトビウンカは年5世代（1部の個体は

6世代）を過し，個体数の雌も多いのは4～5世代目の

様である。

4．シマグロヨコバイツマグロョコパイは仔虫態で越

冬するのでヒメI､ピウンカと同じ分け方に従った。

〔越冬期〕1，2月頃は大部分4令仔虫である。又越

冬期の仔虫は黒化したものが多い。

〔越冬後期〕3月中，下旬はほとんどの個体が4令仔

虫であるが，一部の早いものが5令仔虫及び成虫となっ

ていた。4月に入ると大部分5令となり，成虫も次第に

多くなり，稲の生育に従って苗代に移動する（第12表)。

〔苗代期〕33年の雛に越冬歩溜りの高い年には，4月

下～5月上旬頃から苗代の被害が表われる。この頃は夜

間まだ気温が低いので予察灯への飛来は少いが，各地の

予察灯で多少の飛来を見て居り，黒部三日市，田家，上

市相ノ木，立山新川，水橘三郷，富山太田，八尾保内，

高岡守山等はや生多い飛来があった。これが第1世代の

成虫である。

」
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第5図ツマグロヨコパイ半旬別誘殺状況

〔本田前半・後半期〕田植が始まると，それまで苗代

に集中していたツマグロヨコパイが広面識の水田に分散

するので，しばらくの間その活動が目立たなくなるが，

6月中旬頃から第2世代の成虫が羽化を始め，7月中旬

頃まで生存し産卵を続ける。

33年は下ヅ中新川地方，富山市，婦負南地方では，越

冬後期から個体数が多かったので，この頃すでに大発生
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となったが，この様な年は特異的であって，平年ならば

第3世代，第4世代に相当する8月から9月に楼息密度

の急増が見られるのが普通である（第12,13,15表，第5
図)。

第13表シマグロヨコバイ巡回調壷Ⅱ(本田後半期）
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〔趣'《-IjijIIji]33年の';"紬りな大発'上も稲の刈取りとと

もに終畑.;こ'Al，,､,10)Iに入って次第に少くなった。

第15炎ツマグロヨコパイ定点凋避(掬取50回当）
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第3世代は7月下旬から8月，これに重なり合って8

月下旬から9月に第4世代成虫が発生する。県の西部地
方では平年と同様この頃多発生となったが（第5図の新
湊),東部地方では大規模な防除が行われ，3世代目頃を
頂点として急激に少くなり，9月まで多発生を持続した
地区は少なかった（第5図，入善，富山)。

※は薬剤撒布後(稲光はセジロ対称BHC)

ツマグロヨコパイは以上の様に5世代（1部の個体は

4世代）をくり返し，般も多くなるのは普通3～4世代

目であるが，越冬歩溜りの状態とその後の環境によって

は，33年の様に第2世代からすでに大発生になるものと

考えられる。

余 滴

化 学 物 質 をのせるレール

ここにいうレールというのは，まぎれもなく客車や蛍という考えが浮ぶ。つまり，あくまでもレールであるか
車を走らせるレールのことと思えばよい。われわれ農業ら，そのものが作物に何の影響もあたえないほどすぐ･れ
という生産場面に携る者にとっては，各種のむづかしいたものといえるであろう。いわゆる浸透剤と脱取剤であ
学術と技術の場面に迫られるが，時には1歩はなれて，る。こうしたものに栄養という客車をのせれば肥料がで
これらを外側から対岸視することからも思わぬヒントはき上るであろうし，殺菌殺虫剤という客車を走らせれば
でてくるような気がする。例えば肥料の不足というもの深遠性の農薬ができ上るはずである。また，過乗を脱取
には施す手があるが，オーパーをとり去る手はまだなする力のある化学物質があれば肢ものぞむところである
い。一方,作物体表に薬剤をかける手はあるが，体内まが，もしない場合には，脱取するかわりに，作物体内に
で思う通りに浸象通らせる技術はまだ不充分である。そある化学的機成元に作用してそれを不活性化するもので
こで作物体内と体外とにレールを敷く方法はないものかあっても同じ目的を達せられることになろう｡(田村寵）
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